
平成２８年度 吹田市休日急病診療所運営協議会議事録（要旨） 

 

１ 開催日時 平成２８年（2016 年）１０月２０日（木）午後２時～２時５０分 

２ 開催場所 保健センター３階 研修室 

３ 出席委員 １３名 川西 克幸会長、山田 昌秀副会長、御崎 治委員、中島 哲委員、 

千原 耕治委員、谷口 学委員、杉野 己代子委員、平山 博委員、 

林 靖之委員、木内 武良委員、中村 吉晴委員、前部 晴奈委員、 

石田  就平委員 

４ 欠席委員  ３名 新居延 高宏委員、大森 万峰子委員、寒原 芳浩委員 

５ 市出席者  ６名 休日急病診療所：河野 誠三管理医師：橋本 通良事務長、 

坪井 久男 

             地域医療推進室：乾 詮部長、安宅 千枝参事、宮下 昌也主査 

６ 会議次第 

（１） 川西会長挨拶 

（２） 乾部長挨拶 

（３） 平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の業務状況について（報告） 

（４） 平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の年末年始医療体制について（報告） 

（５） 平成２８年度（2016 年度）休日急病診療所の年末年始医療体制（案）について（協議） 

（６） その他 

  ア 豊能広域こども急病センターの受診者数について（報告） 

  イ 平成２８年度（2016 年度）上半期休日急病診療所受診者数について（報告） 

  ウ 年度別（平成２６年度、平成２７年度）・地域別受診者数実積（報告） 

 

７ 案件協議 

（１）平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の業務状況について（報告） 

[会長] 皆様、会議の運営にご協力よろしくお願いします。 

まず、案件（１）「平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の業務状況について（報

告）」について事務局から説明をお願いします。 

   [事務局] 資料に基づき説明 

   [会長] 説明が終わりましたが、各委員から質問等ございませんか。 

[委員] ここに移転して１年８か月ですが、市民への周知はどうですか。出務医師や市民が

間違って南千里へ行ってしまったとか聞きますが、そのへんの苦情とか対策はどうな

っていますか。 

[事務局] 今の場所が分かりにくい等の苦情はありません。５月の市報で移転したことと現

在の場所を PR しました。現在の場所については、市内の開業医にも移転のチラシを

置かせてもらっています。 

[会長] こちらに移って市内の南の方の受診者が増えたとの報告がありました。以前の場所

の済生会千里病院への影響はありましたか。 



[委員] 移転を見越して、受診者が増えるかと思いましたが、事前のアナウンスもあり、そ

れほど増えることはありませんでした。 

[委員] 一昨年と比べて、前年の受診者数が 1400 人減りましたが、これは移転によることか、

または、インフルがはやらなかったためか、どのように考えていますか。 

[事務局] 減っているのは事実で、主には年末年始の感染症の患者が減ったため、また、一

昨年は年末年始の診察日が８日間あり、昨年はそれより２日間少なかったことも要因

と考えています。 

[委員] 以前は地域的に南千里の方が多かったと思うが、こちらへの移転に伴い、箕面の豊

能広域こども急病センターへの吹田市民の受診者数は増えたのですか。 

[事務局] 後ほど、資料で説明しますが、診療時間が違うので大きな差はないと思います。 

[会長] 一昨年はインフルの大流行により診察が２時間待ちで、箕面からあふれた方が吹田

に来たのも受診者が大幅に増えた理由と思います。 

    他に質問等がなければ、案件（１）については、事務局の説明のとおり了承するこ

ととします。 

 

（２）平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の年末年始医療体制について（報告） 

[会長] 続きまして案件（２）「平成２７年度（2015 年度）休日急病診療所の年末年始医療

体制について（報告）」について事務局から説明をお願いします。 

   [事務局] 資料に基づき説明 

 [会長] 説明が終わりましたが、各委員から質問等ございませんか。 

質問等がなければ、案件（２）については、事務局の説明のとおり了承することとし

ます。 

 

（３）平成２８年度（2016 年度）休日急病診療所の年末年始医療体制（案）について（協議） 

[会長] 続きまして案件（３）「平成２８年度（2016 年度）休日急病診療所の年末年始医療

体制（案）について（協議）」について事務局から説明をお願いします。 

   [事務局] 資料に基づき説明 

 [会長] 説明が終わりましたが、各委員から質問等ございませんか。 

[事務局] 管理医師として、薬剤師のダブルチェックについて確認します。 

[委員] 出務の薬剤師で調剤、確認、受診者への説明や対応など臨機応変にしています。 

[委員] 一昨年のように小児科で５０人来ると医師一人ではしんどいとおもいますが、そう

いう事態になればどのような対応していますか。 

[事務局] １２月中旬くらいにインフルの状況を見極め、必要ならば待機医師を確保しよう

と考えています。 

[会長] 説明が終わりましたが、各委員から質問等ございませんか。 

質問等がなければ、案件（３）については、事務局の説明のとおり了承することとし

ます。 

 



（４） その他 

  ア 豊能広域こども急病センターの受診者数について（報告） 

  イ 平成２８年度（2016 年度）上半期休日急病診療所受診者数について（報告） 

  ウ 年度別（平成２６年、平成２７年）・地域別受診者数実積（報告） 

[会長] 続きまして案件（４）その他 「豊能広域こども急病センターの受診者数について（報

告）」、「平成２８年度（2016 年度）上半期休日急病診療所受診者数について（報告）」及

び「年度別（平成２６年、平成２７年）・地域別受診者数実積（報告）」について事務局

から説明をお願いします。 

  [事務局] 資料に基づき説明 

[会長] 説明が終わりましたが、各委員から質問等ございませんか。 

[委員] 資料 P14の箕面の豊能広域こども急病センターの平成２７年度の受診者数の構成比が

100％でないのはどういうことですか。 

[事務局] 申し訳ございません。本来なら 100％となるところが間違っておりました。（その後、

事務局より正しい平成２７年度の構成比を口頭で説明しお詫びする。） 

[委員] 今の説明からすると、豊能広域こども急病センターの受診者数は平成２６年度と平成

２７年度とあまり変わりはないということですか。 

[事務局] そうです。 

[委員] 移転後、以前と比べて高齢者の受診数が減ったように思いますが。 

[事務局] 正確な数字を把握して、改めて委員に報告します。 

[会長] 各委員から質問等ございませんか。質問等がなければ、案件（４）については、事務

局の説明のとおり了承することとします。あと、全体をとおして何かご質問はございま

せんか。事務局から何かありませんか。 

[事務局] 駐車場の利用と１０月半ばから１２月中旬までの空調工事をしますが、休日急病診

療所の業務には支障のないよう進めます。また、その間に暖房が必要なときは確保す

るよう準備を進めています。 

[会長] その他、意見等ありませんか。 

[委員] 市民への周知は市報だけでいいのか、若い受診者は広報紙を見ているのでしょうか。

また、休日診のことや年末年始の耳鼻科診療のことをどこまで知られているのか疑

問です。 

[委員] 市の HP にも掲載し、市報のトップページにも掲載しています。 

[委員] 今どきの人は、すぐ携帯端末で検索しています。市の HP からではなく、直接入力し   

検索できるような対応も考えてください。 

[委員] 担当課と協議したい。 

[事務局] 管理医師の立場で言えば、私たちの責務は診察であり、受診者数を増やすのは市の

責務である。検討してください。 

[会長] 市民への広報等の周知については事務局として十分に検討してください。他に質問等

がないようでしたら、以上をもちまして本日の吹田市休日急病診療所運営協議会を

閉会いたします。委員の皆様ご苦労様でした。             


